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且連語教育の概墾

ここでの日本語のクラスはH本学帝政の学てi:.および通訳翻鰍学科 (似し､日本語は翻

訳のみ)の学生を対象としており､E.[本学では,日本研究に必要な日本語維JJ1遵成を､

翻訳料では､翻訳家としての即戦ノ)を養うことを目的としている｡オーストリア人講師

一一人と日本人講師二人が授業を担当し,叔低3年のカリキュラムを机んでいるが､故初

の2年間はかなりテンポの速い集中授業である｡

1年FTは日本語JA､IB各週4時間,ラボ21榔 日で､いづれのクラスもvoung and Nakaii一

mのIJIarn Japanese4川ほ 枝川｡IAにおいてはオ-ストリア人教師がテキストの翻訳およ

び文法説明を主として行い､rBでは実際に日本語でコミュニケーションを行うことを口

的に日大人教師が教科許にそった語免､文法で身近な話題をあつかったタスク､聞き取

り教材を自主作成｡

2年口はJ IA､IJB各過3時間､ラボ1柑批 iiAにおいては､漢字､広い範囲の語

桑の習得を日的とし､さまざまなテキストを翻訳している｡HBにおいては､ n̂ TntrLXluc-

tbn to advenced SFX)ken J叩ane紀 によって既習文法の復習をかねつつ語免を増やし､

1年目と同様にコミュニケーションを主体とした身近なテーマのタスク､聞き取 り教材

を教師が作成しt_適時使批 また､テーマに糾った作文も随時苔かせている｡

3年EIもHA､HB 各週2時間に別れ､HAにおいては日本の新聞に相当する様々

なテキストの日本語を正確に読み､ドイツ語に訳せる能力を養う｡HBにおいては､lj

本社会における様々な問題に関してテキストや新聞の記事を読み､それについて意見発

表およびディスカッションを行っている｡学期の最後には学生が自分で新聞記事から

テーマを適び､それについて口木語で発表を行うことになっている｡

な臥 法律上､必修時間数に制限があるため､ l年生のラボとllBが形のうえではや

むなく選択となっているカ亨,事実上必修科目扱いをしている｡

学生は3年終了時までに常用漢字の読みと意味を覚え､その試験に合格しなければな

らない｡そのため､1､2咋の学1:.kは選択で淡字の字源､読み､意味について教授す

る漢字クラスがある｡その他11本の攻治､社会､文化に関する講義が用意されている｡
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翻訳課の学･Fkは､これらの日本語の授業の蝕に新聞雑誌の討取 日韓科学や技術の専
門記事の密訳訓練を行うために独文和訳､和文独訳のクラスを､日本学専攻の学生は漢

文､文語 (古典)をとらなければならないC

4年生以上の学生にはH本譜N､会臥 iL燃 料,7,日本語などの選択クラスが設けら
れている｡

3年:'皇三からゼミ､講義などきき本学中心のカリキュラムとなり､ぎ体 語そのものの授業

の時間数は少なくなる｡

学生数はu本譜は言約40人､日昌日がそれぞれ20-30人であるO

日本語芳～= 汁Tか--i7㍍!了見7""研一, ′..Iノノ′､｡人だ日東太2人の講師が担当しているが､そeF)うち
宣言本人 盲人は2年ごとをこき七本から軌封鋸錐臣究所研で長期研修を受けた教師を招-/J､し

ている｡また､㌻体 言だ相､額訳のクラスは､オ-ストリア先 王人とm本からの客員教
授 至大が担当しているO
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